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団体名：（株）計算科学研究所，兵庫県立大学，鹿児島工業高等専門学校

新エネルギー等のシーズ発掘・事業化に向けた技術研究開発事業／フェーズA（風力発電利用促進分野）

風力発電機の潤滑界面のトライボ解析・診断システム開発

連絡先：株式会社 計算科学研究所 鷲津 仁志
MAIL：h@cslab.biz

軸受・オイルメーカー様への展開を中心に，
風力発電機の摩擦・摩耗予測を通して，
日本の次世代エネルギー技術の
根源的活性化を目指します．

株式会社 計算科学研究所

１．目的

風力発電機の主軸受・増速機の潤滑状態を解析・診断するシステムを構築する．洋上風力のダウン

タイム最小化のため，潤滑状態を正確に予想する分子レベルからのシミュレーション技術を提案する．

２．期間
フェーズA 2024/4 ～ 2025/3
フェーズB 2025/4 ～ 2027/3

３．目標（中間・最終）
シミュレータにより基本的な系のみならず一般的なグリース・添加剤について摩擦摩耗挙動を予測

    可能とすること.

４．成果・進捗概要
トライボ流動シミュレータ: 分子レベルから粗視化粒子レベルまで，様々な粗視化シミュレーションが

    可能に．メソスケールトライボSPHシミュレータ: 現実的な表面粗さにおいて，焼き付きの初期過程を
    解析可能に．破壊予兆の予測のための AI アルゴリズムの第一次モデルを作成．

団体名：株式会社計算科学研究所，兵庫県立大学工学部，鹿児島工業高等専門学校

研究開発成果（フェーズA）

今後の取り組み（フェーズB）
研究開発計画 市販化に向けたユーザーインターフェースの作成

事業紹介

課題

分子レベルからの現象を網羅したシミュレータの開発

研究開発内容・体制 実用化・事業化に向けたプラン
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